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    第一章


    
      1神かみの僕しもべ、イエス・キリストの使徒しとパウロから——わたしが使徒しととされたのは、神かみに選えらばれた者ものたちの信仰しんこうを強つよめ、また、信心しんじんにかなう真理しんりの知識ちしきを彼かれらに得えさせるためであり、 2偽いつわりのない神かみが永遠えいえんの昔むかしに約束やくそくされた永遠えいえんのいのちの望のぞみに基もとづくのである。 3神かみは、定さだめられた時ときに及およんで、御言みことばを宣教せんきょうによって明あきらかにされたが、わたしは、わたしたちの救主すくいぬしなる神かみの任命にんめいによって、この宣教せんきょうをゆだねられたのである—— 4信仰しんこうを同おなじうするわたしの真実しんじつの子こテトスへ。
    


    
      父ちちなる神かみとわたしたちの救主すくいぬしキリスト・イエスから、恵めぐみと平安へいあんとが、あなたにあるように。
    


    
      5あなたをクレテにおいてきたのは、わたしがあなたに命めいじておいたように、そこにし残のこしてあることを整理せいりしてもらい、また、町々まちまちに長老ちょうろうを立たててもらうためにほかならない。 6長老ちょうろうは、責せめられる点てんがなく、ひとりの妻つまの夫おっとであって、その子こたちも不品行ふひんこうのうわさをたてられず、親不孝おやふこうをしない信者しんじゃでなくてはならない。 7監督かんとくたる者ものは、神かみに仕つかえる者ものとして、責せめられる点てんがなく、わがままでなく、軽々かるがるしく怒いからず、酒さけを好このまず、乱暴らんぼうでなく、利りをむさぼらず、 8かえって、旅人たびびとをもてなし、善ぜんを愛あいし、慎つつしみ深ふかく、正ただしく、信仰しんこう深ぶかく、自じ制せいする者ものであり、 9教おしえにかなった信頼しんらいすべき言葉ことばを守まもる人ひとでなければならない。それは、彼かれが健全けんぜんな教おしえによって人ひとをさとし、また、反対者はんたいしゃの誤あやまりを指摘してきすることができるためである。
    


    
      10実じつは、法ほうに服ふくさない者もの、空論くうろんに走はしる者もの、人ひとの心こころを惑まどわす者ものが多おおくおり、とくに、割礼かつれいのある者ものの中なかに多おおい。 11彼かれらの口くちを封ふうずべきである。彼かれらは恥はずべき利りのために、教おしえてはならないことを教おしえて、数々かずかずの家庭かていを破壊はかいしてしまっている。 12クレテ人びとのうちのある預言者よげんしゃが

      
        「クレテ人びとは、いつもうそつき、

        たちの悪わるいけもの、

        なまけ者ものの食くいしんぼう」

      
と言いっているが、 13この非難ひなんはあたっている。だから、彼かれらをきびしく責せめて、その信仰しんこうを健全けんぜんなものにし、 14ユダヤ人じんの作つくり話ばなしや、真理しんりからそれていった人々ひとびとの定さだめなどに、気きをとられることがないようにさせなさい。 15きよい人ひとには、すべてのものがきよい。しかし、汚けがれている不ふ信仰しんこうな人ひとには、きよいものは一つもなく、その知性ちせいも良心りょうしんも汚けがれてしまっている。 16彼かれらは神かみを知しっていると、口くちでは言いうが、行おこないではそれを否定ひていしている。彼かれらは忌いまわしい者もの、また不ふ従順じゅうじゅんな者ものであって、いっさいの良よいわざに関かんしては、失格者しっかくしゃである。
    

  


  


  
    第二章


    
      1しかし、あなたは、健全けんぜんな教おしえにかなうことを語かたりなさい。 2老人ろうじんたちには自みずからを制せいし、謹厳きんげんで、慎つつしみ深ふかくし、また、信仰しんこうと愛あいと忍耐にんたいとにおいて健全けんぜんであるように勧すすめ、 3年老としおいた女おんなたちにも、同おなじように、たち居いふるまいをうやうやしくし、人ひとをそしったり大酒たいしゅの奴隷どれいになったりせず、良よいことを教おしえる者ものとなるように、勧すすめなさい。 4そうすれば、彼女かのじょたちは、若わかい女おんなたちに、夫おっとを愛あいし、子供こどもを愛あいし、 5慎つつしみ深ふかく、純潔じゅんけつで、家事かじに努つとめ、善良ぜんりょうで、自分じぶんの夫おっとに従順じゅうじゅんであるように教おしえることになり、したがって、神かみの言ことばがそしりを受うけないようになるであろう。 6若わかい男おとこにも、同おなじく、万事ばんじにつけ慎つつしみ深ぶかくあるように、勧すすめなさい。 7あなた自身じしんを良よいわざの模範もはんとして示しめし、人ひとを教おしえる場合ばあいには、清廉せいれんと謹厳きんげんとをもってし、 8非難ひなんのない健全けんぜんな言葉ことばを用もちいなさい。そうすれば、反対者はんたいしゃも、わたしたちについてなんの悪口あっこうも言いえなくなり、自みずから恥はじいるであろう。
    


    
      9奴隷どれいには、万事ばんじにつけその主人しゅじんに服従ふくじゅうして、喜よろこばれるようになり、反抗はんこうをせず、 10盗ぬすみをせず、どこまでも心こころをこめた真実しんじつを示しめすようにと、勧すすめなさい。そうすれば、彼かれらは万事ばんじにつけ、わたしたちの救主すくいぬしなる神かみの教おしえを飾かざることになろう。
    


    
      11すべての人ひとを救すくう神かみの恵めぐみが現あらわれた。 12そして、わたしたちを導みちびき、不信心ふしんじんとこの世よの情欲じょうよくとを捨すてて、慎つつしみ深ぶかく、正ただしく、信心しんじん深ぶかくこの世よで生活せいかつし、 13祝福しゅくふくに満みちた望のぞみ、すなわち、大おおいなる神かみ、わたしたちの救主すくいぬしキリスト・イエスの栄光えいこうの出現しゅつげんを待まち望のぞむようにと、教おしえている。 14このキリストが、わたしたちのためにご自身じしんをささげられたのは、わたしたちをすべての不法ふほうからあがない出だして、良よいわざに熱心ねっしんな選えらびの民たみを、ご自身じしんのものとして聖せい別べつするためにほかならない。
    


    
      15あなたは、権威けんいをもってこれらのことを語かたり、勧すすめ、また責せめなさい。だれにも軽かろんじられてはならない。
    

  


  


  
    第三章


    
      1あなたは彼かれらに勧すすめて、支配者しはいしゃ、権威けんいある者ものに服ふくし、これに従したがい、いつでも良よいわざをする用意よういがあり、 2だれをもそしらず、争あらそわず、寛容かんようであって、すべての人ひとに対たいしてどこまでも柔和にゅうわな態度たいどを示しめすべきことを、思おもい出ださせなさい。 3わたしたちも以前いぜんには、無分別むふんべつで、不ふ従順じゅうじゅんな、迷まよっていた者ものであって、さまざまの情欲じょうよくと快楽かいらくとの奴隷どれいになり、悪意あくいとねたみとで日ひを過すごし、人ひとに憎にくまれ、互たがいに憎にくみ合あっていた。 4ところが、わたしたちの救主すくいぬしなる神かみの慈悲じひと博愛はくあいとが現あらわれたとき、 5わたしたちの行おこなった義ぎのわざによってではなく、ただ神かみのあわれみによって、再生さいせいの洗あらいを受うけ、聖霊せいれいにより新あらたにされて、わたしたちは救すくわれたのである。 6この聖霊せいれいは、わたしたちの救主すくいぬしイエス・キリストをとおして、わたしたちの上うえに豊ゆたかに注そそがれた。 7これは、わたしたちが、キリストの恵めぐみによって義ぎとされ、永遠えいえんのいのちを望のぞむことによって、御国みくにをつぐ者ものとなるためである。 8この言葉ことばは確実かくじつである。わたしは、あなたがそれらのことを主張しゅちょうするのを願ねがっている。それは、神かみを信しんじている者ものたちが、努つとめて良よいわざを励はげむことを心こころがけるようになるためである。これは良よいことであって、人々ひとびとの益えきとなる。 9しかし、愚おろかな議論ぎろんと、系図けいずと、争あらそいと、律法りっぽうについての論争ろんそうとを、避さけなさい。それらは無益むえきかつ空虚くうきょなことである。 10異端者いたんしゃは、一、二度ど、訓戒くんかいを加くわえた上うえで退しりぞけなさい。 11たしかに、こういう人ひとたちは、邪道じゃどうに陥おちいり、自みずから悪あくと知しりつつも、罪つみを犯おかしているからである。
    


    
      12わたしがアルテマスかテキコかをあなたのところに送おくったなら、急いそいでニコポリにいるわたしの所ところにきなさい。わたしは、そこで冬ふゆを過すごすことにした。 13法学者ほうがくしゃゼナスと、アポロとを、急いそいで旅たびにつかせ、不自由ふじゆうのないようにしてあげなさい。 14わたしたちの仲間なかまも、さし迫せまった必要ひつように備そなえて、努つとめて良よいわざを励はげみ、実みを結むすばぬ者ものとならないように、心こころがけるべきである。
    


    
      15わたしと共ともにいる一同いちどうの者ものから、あなたによろしく。わたしたちを愛あいしている信徒しんとたちに、よろしく。
    


    
      恵めぐみが、あなたがた一同いちどうと共ともにあるように。
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